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を表す(表情)と いう点からの情動の研究 と大 きく二つに分かれる。後者の
























1.被 験 者:被 験者は女子大生21名(平均年齢は20.5歳)である。









































































































































条件 と顔 の方向の3条 件別 にまとめたものであ る。
まず、表1に ついて、平均正答率 と平均正反応時間のそれぞれにつ いて、
条件 間の(一元配置)分 散分析 をした結果、それぞれ有意差があった(Fニ8.86,
df=11,P<.001;F=4.79,df=11,P<.01)。下位検 定(多 重比較)を す る と、
正答率の方では、AX&CZ、AY&CZ、BY&BZ、BY&CZ、BY&DX 、 に
有意差が見 られた(い ずれ も5%水 準)。正反応時間で はAZ&BXに のみ有
意差があった。
次に表2の 条件 をま とめたもので見 る と、一元配置 の分散分析 では、平均
正反応率 のみ に有意差が あった(F=7.796,df=6,P<.001)。多重比較で は、
D&Y、Z&Yに 有 意差 が見 られた(い ずれ も5%水 準)。 さ らに、4つ の条
件 と顔 の方向の3要 因の分散分析 の結果 、正答率 で、3要 因、つ ま り顔の方
向要因 に主効 果が あったのみであ る(F=11.73,df=2,P<.000)。つ ま り、
顔 の方 向要 因で、Z要 因、す なわち顔の正立 と倒立の刺激が対刺激の場合が
正反応が劣 り、対刺 激が同方向の場合 は正反応率 に差 異がなかったことにな
る。顔の要素 と空間配置の4条 件 にも正反応率 で差異 がなかった。
次 に、反応時間の結果で あるが、要素 と空間配置の4条 件 、顔の方向の3
要因のそれぞれの主効 果 とその交互作用 が見 られ た(F=5.86,df=3,P<.001;
F=11.73,df=2,P<.000F=4.44,df=6,P<.000)。A条件 がC条 件 、D条
件 よ りも反応 時問が有意 に長か った(P<.002;P〈.0037)。また、AとB条 件、
AとC条 件 には有意差 の傾 向があ った。BとD、CとD条 件 には差異はなかっ
た。方向要 因の方では、Z条 件がX,Y条件 よ りも有 意に反応 時間が長 かった
(P<.0002;P<.0017)o
上記 の結果 は正答 の場合であるが、誤答の結果で、被験者21人中半分以上
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